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西
多
摩
建
設
業
協
会
、
協
会
員
各
社
で
は
、
毎
冬
、

東
京
都
建
設
局
な
ら
び
に
、
西
多
摩
各
地
の
自
治

体
等
と
協
力
を
し
な
が
ら
、
積
雪
時
の
道
路
除
雪

を
し
て
お
り
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
除
雪
を
行
う 

理
事
長
を
拝
命
し
一
年
が
経
過
い
た
し
ま
し

た
。 昨

年
の
ご
挨
拶
で
は
、
前
体
制
か
ら
続
く
十
五

年
間
を
継
承
し
つ
つ
、
残
さ
れ
た
課
題
と
新
た
な

課
題
を
整
理
し
、
未
来
に
つ
な
が
る
西
建
協
を
作

る
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
実
現
で
き
た

こ
と
も
、
道
半
ば
の
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か

し
、
諦
め
た
も
の
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
年

度
も
一
歩
ず
つ
前
へ
進
め
て
参
り
ま
す
。 

協
会
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
西
多
摩
の
建

設
業
界
の
安
定
的
な
継
続
と
発
展
が
地
域
住
民

の
利
益
向
上
に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、

発
注
者
へ
の
要
望
活
動
や
関
係
機
関
と
の
協
力

体
制
強
化
、
会
員
の
技
術
力
向
上
を
目
的
と
し
た

視
察
・
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
本

年
度
も
こ
の
路
線
を
継
承
し
、
よ
り
実
効
性
あ
る

活
動
へ
発
展
さ
せ
て
参
り
ま
す
。 

建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
ま
す
。
人
手
不
足
や
資
材
価
格
の
高
騰
に

加
え
、
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
に
よ
る
効
率
化
が
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
が
こ
う
し

た
時
代
の
変
化
へ
対
応
で
き
る
よ
う
、
Ｄ
Ｘ
講
習

や
情
報
提
供
を
進
め
、
企
業
経
営
に
役
立
つ
取
組

み
を
充
実
さ
せ
ま
す
。 

一
方
、
防
災
の
視
点
で
は
、
首
都
圏
の
大
規
模

地
震
対
策
に
加
え
、
富
士
山
噴
火
へ
の
備
え
と
い

う
新
た
な
課
題
が
現
実
味
を
帯
び
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
メ
デ
ィ
ア
へ
の
協
力
や
富
士
山
科
学
研

究
所
と
の
連
携
、
三
多
摩
建
設
業
連
合
会
に
よ
る 

 

去
る
、
五
月
一
九
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
西
多
摩

建
設
業
協
会
第
６
回
通
常
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
の
当
協
会
の
活
動
方
針
並
び
に
、
協

会
運
営
に
つ
い
て
本
紙
面
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 

（
一
社
）
西
多
摩
建
設
業
協
会 

 

令
和
８
年
度
ご
挨
拶 

活
動
方
針 

理
事
長 

岩 

浪 

岳 
史 

 
 

視
察
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
東
京

都
建
設
局
の
道
路
除
灰
訓
練
へ
の
参
加
や
除
灰

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
噴
火
へ
の
備
え
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
会
員
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
高
い
技
術
力

を
結
集
し
、
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
、
更
な
る
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

昨
年
「
目
線
を
高
く
上
げ
、
行
動
範
囲
を
広
げ

よ
う
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
西
多
摩
だ
け
で
な

く
、
多
摩
全
域
、
東
京
都
全
体
の
動
き
を
知
れ
ば
、

自
ら
の
事
業
に
活
か
せ
る
気
づ
き
が
あ
り
ま
す
。

協
会
活
動
を
通
じ
て
幅
広
い
情
報
に
触
れ
、
多
く

の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
が
、
企
業
の
発
展
に
つ

な
が
り
ま
す
。
協
会
の
発
言
力
を
更
に
高
め
る
た

め
に
は
、
会
員
拡
大
と
会
員
相
互
の
結
束
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
本
年
度
も
新
た
な
仲
間
を
迎
え
、
多

方
面
に
対
し
て
よ
り
大
き
な
発
信
力
を
持
つ
団

体
へ
成
長
し
て
参
り
ま
す
。 

会
員
各
位
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
な

協
会
活
動
へ
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
建

設
業
が
力
を
失
え
ば
、
地
域
の
安
全
を
守
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
会
員
同
士
心
を
一

つ
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
と
経
験
を
持
ち
寄

り
、
未
来
へ
向
け
て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。 

本
年
度
も
私
が
先
頭
に
立
ち
、
会
員
そ
し
て
関

係
機
関
と
共
に
、
西
多
摩
の
発
展
に
取
り
組
み
ま

す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

先
月
に
続
き
、
去
る
、
五
月
一
九
日
開
催
さ
れ

ま
し
た
西
多
摩
建
設
業
協
会
第
６
回
通
常
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
当
協
会
の
活
動
方
針

並
び
に
、
協
会
運
営
に
つ
い
て
本
紙
面
に
掲
載
い

た
し
ま
す
。 

優
良
工
事
表
彰
受
賞
に
つ
い
て 

株
式
会
社 

興
栄 

 こ
の
た
び
は
、
東
京
都
建
設
局
発
注
の
「
街
路
修

築
造
工
事
の
う
ち
擁
壁
築
造
工
事
（
４
西―

青
梅

３
・
４
・
４
裏
宿
町
）
」
に
お
き
ま
し
て
、
令
和

７
年
度
東
京
都
建
設
局
優
良
工
事
表
彰
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

本
工
事
の
施
工
箇
所
は
、
過
年
度
に
続
い
て
お

る
工
事
に
て
主
要
地
方
道
新
宿
青
梅
線
（
第
５

号
）
新
青
梅
街
道
に
擁
壁
設
置
工
事
に
な
り
ま

す
。
今
回
の
工
事
は
、
急
峻
な
地
形
に
お
い
て
岩

盤
層
に
鋼
管
杭
を
圧
入
す
る
工
事
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 

作
業
ヤ
ー
ド
が
狭
隘
に
あ
り
、
ま
た
住
宅
も
近

接
し
て
い
る
な
ど
、
困
難
な
施
工
条
件
な
現
場
で

し
た
。 

杭
の
圧
入
時
に
は
想
定
よ
り
高
い
位
置
に
岩

盤
層
が
あ
り
、
圧
入
力
を
調
整
す
る
等
の
施
工
に

時
間
を
要
し
た
が
、
溶
接
の
班
を
増
や
す
な
と
の

工
夫
を
行
い
、
施
工
時
間
の
短
縮
を
図
っ
た
。
ま

た
、
狭
溢
な
作
業
ヤ
ー
ド
に
お
い
て
重
機
と
の
接

触
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
施
工
ヤ
ー
ド
全
域
に

わ
た
っ
て
安
全
通
路
を
明
確
に
し
た
ほ
か
、
後
方

カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
使
用
す
る

な
ど
工
夫
を
し
ま
し
た
。 

本
工
事
は
狭
溢
で
高
低
差
の
大
き
い
急
傾
斜

の
あ
る
地
形
で
、
市
道
を
供
用
し
な
が
ら
施
工
を

す
る
必
要
が
あ
り
、
資
機
材
の
配
置
に
苦
労
し
ま

し
た
。
ま
た
、
想
定
よ
り
高
い
位
置
で
硬
い
岩
盤 

層
が
あ
り
杭
の
圧
入
に
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
型
土
の
う
に
よ
り
資
機
材
仮
置
き
ヤ
ー
ド
を

整
備
し
、
岩
盤
層
圧
入
に
あ
た
り
、
圧
入
力
や
冷

却
水
量
の
調
整
な
ど
を
行
い
先
端
ビ
ッ
ト
ヘ
の

負
荷
を
減
ら
し
て
圧
入
な
ど
に
工
夫
を
い
た
し

ま
し
た
。 

 

現
場
着
手
前
は
杉
の
木
が
密
集
す
る
急
傾
斜 

で
、
立
ち
入
る
こ
と
も
出
来
な
い
吠
態
で
し
た
が
、
関
係
者
の
協
力
を
得

て
、
無
事
故
で
苦
情
も
な
く
、
し
ゅ
ん
工
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が
何
よ
り 

の
や
り
が
い
と
達
成
感
を
え
ら
れ
ま
し
た
。
細
部
の
測
量
・
調
査
、
図
面

作
成
、
関
係
者
と
の
調
整
な
し
っ
か
り
と
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

を
活
用
し
地
域
住
民
へ
情
報
発
信
を
行
い
、
工
事
で
使
用
し
た
ジ
ャ
ロ
パ

イ
ラ
ー
が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
こ
と
に
も
積
極
的
に
協
力
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
大
雨
時
の
冠
水
対
策
の
排
水
管
設
置
等
を 

行
う
等
の
地
元
対
策
に
も
力
を
い
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
工
事
に
か
ぎ
ら
ず
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や
る
」

と
い
う
の
が
、
実
際
は
す
ご
く
大
変
な
こ
と
で
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
現
場
で
の
経
験
を
活
か
し
、
会
社
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
更
な
る

地
域
貢
献
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。  

 

 
 

 
 

 
 

三
多
摩
建
設
業
連
合
会 

令
和
８
年
度
総
会
開
催 

令
和
８
年
６
月
１
１
日
に
て
、
三
多
摩
建
設
業
連
合
会
、
令
和
８
年
度

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
立
川
市
の
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
立

川
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
役
員
改
選
を
行
い
、（
一
社
）
南
多

摩
建
設
業
協
会
、
森
屋
義
政
理
事
長
が
三
多
摩
建
設
業
連
合
会
会
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。 

 

 

総会の様子 

建
災
防
西
多
摩
分
会 

令
和
８
年
度
総
会
、 

全
国
安
全
週
間
説
明
会
開
催 

令
和
８
年
６
月
２
２
日
、
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
に
て
建
災
防
西
多
摩
分
会 

令
和
８
年
度
総
会
、
全
国
安
全
週
間
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

 

説明会の様子 
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  ６ 月 事 業 計 画  

 

５日 事業委員会 

１１日 三建連 令和８年度総会 

１２日 災害対策安全委員会 

１５日 広報委員会３８３号編集 

１５日 総務委員会 

１６日 理事会 

２２日 建災防西多摩分会 令和７年度総会 

全国安全週間説明会 

  ７ 月 事 業 計 画  

１６日 総務委員会 

１７日 災害対策安全委員会 

１７日 広報委員会３８４号編集 

２１日 理事会 

２４日 事業委員会 

    令和８年度第１回経営講習会 

◇ あ と が き ◇ 

今年も暑い、暑い夏本番が近づいてきました。全国安全

週間 7 月 1 日～7 日の準備期間として安全大会等数回参加

して来ました。季節柄昨年義務付けられました、熱中症対

策、また重大災害等の対策等いろいろなお話を聞きました。

安全講話の中で『人は何を言われたかでなく、誰に言われ

たかで働く』 関係の質を高めて ご安全に！というフレー

ズがあり職場内もまずは、良好な人間関係から安全に繋が

る第一歩になると思いました。梅雨が明けると一気に猛暑

日が続く日々になってしまいます。『暑熱順化』で早めに体

を慣らし、十分な休養を取り暑い夏を乗り切りましょう！ 

 

                    広 報 委 員 会 

 

 
  

 
  

 


